
令和５年度県新人バドミントン大会における代表決定戦について 

 

１．上記における要項上の記載内容 

13 備考  

②個人上位４名／４組が関東選抜大会への出場権を得る。但し、同一校２名／２組までと

する。状況によってはベスト８もしくはベスト１６より代表決定戦を行う。 

 

２．代表決定戦が生じる状況例 

 ・ベスト４がすべて、もしくは 3組・3名が同一校の場合、ベスト８進出者（最大４者）

による代表決定戦を実施する 

 ・ベスト８がすべて、もしくは 7組・7名が同一校の場合、ベスト１６進出者（最大８者）

による代表決定戦を実施する 

 →上記の決定戦において、2組・2名、もしくは 1組・1名を選出する 

 

３．決定戦の方法 

 ・再抽選でのトーナメントによって代表選手を選出する。ただし、３者の場合のみリーグ

による決定戦とする。抽選の方法は、選手によるフリー抽選（条件なし）とする。 

 

４．決定戦のタイミング 

 ・ベスト８進出時、すべて、もしくは７組・７名が同一校と決定した時点で実施 

 ・ベスト４進出時、すべて、もしくは３組・３名が同一校と決定した時点で実施 
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